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チャレンジ外国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
若
者
が

自
分
ら
し
く
過
ご
し
、活
躍
で
き
る
場
づ
く
り

大
阪
府
豊
中
市
・
公
益
財
団
法
人
と
よ
な
か
国
際
交
流
協
会

外
国
人
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

多
様
な
支
援
に
取
り
組
む

　
大
阪
府
豊
中
市
に
あ
る
公
益
財
団
法
人
と
よ
な
か

国
際
交
流
協
会
（
理
事
長
：
松
本
康
之
氏
）
は
、「
市

民
の
主
体
的
で
広
範
な
参
加
に
よ
り
、
人
権
尊
重
を

基
調
と
し
た
国
際
交
流
活
動
を
地
域
か
ら
進
め
、
世

界
と
つ
な
が
る
多
文
化
共
生
の
社
会
を
つ
く
る
」
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
5
年
に
財
団
法
人
と
し
て
設
立

さ
れ
た
。

　
現
在
は
、「
と
よ
な
か
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
」の
指

定
管
理
者
と
し
て
、
日
本
語
交
流
活
動
を
は
じ
め
、

多
言
語
に
よ
る
相
談
サ
ー
ビ
ス
、多
文
化
保
育
活
動
、

外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
、

学
習
支
援
事
業
、国
際
理
解
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、外
国

人
の
自
立
や
社
会
参
加
に
向
け
て
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
沿
っ
た
多
様
な
支
援
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
平
成

24
年
4
月
に
は
公
益
財
団
法
人
に
移
行
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、同
協
会
で
は
、「
子
ど
も
」
か
ら
「
大
人
」

へ
の
移
行
期
に
あ
た
る
若
者
を
対
象
に
し
た
事
業
の

必
要
性
を
感
じ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
25
年
か
ら
若
者

支
援
事
業
と
し
て
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
若
者
の
進

学
や
就
労
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
な
が
ら
、
居
場
所
づ
く

り
や
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
豊
中
市
に
在
住
す
る
外
国
人
の
状
況
に
つ
い
て
、

事
業
主
任
の
山
根
絵
美
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す

る
。

　「
豊
中
市
の
人
口
約
41
万
人
の
う
ち
、
外
国
人
は

約
６
０
０
０
人
で
、
人
口
に
占
め
る
割
合
は
1
・

5
％
と
、
全
国
平
均
と
比
べ
て
多
い
地
域
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
内
訳
と
し
て
は
、
韓
国
・
朝
鮮
が
最
も
多

く
、
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
と
続
き
、
ア
ジ
ア
圏
が
約
9
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
特
徴
と
し
て
は
、
在
日
コ
リ
ア
ン
を
は
じ
め
と

す
る
特
別
永
住
者
、
永
住
者
が
多
い
ほ
か
、
市
内
に

国
立
大
学
が
あ
る
関
係
か
ら
留
学
生
も
多
く
、国
籍
・

地
域
別
で
は
90
カ
国
く
ら
い
の
外
国
人
が
地
域
に
点

在
し
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
技
能
実
習
生

と
し
て
来
日
す
る
ベ
ト
ナ
ム
人
と
と
も
に
、
ネ
パ
ー

ル
人
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
」（
以
下
、「  

」
内

は
山
根
氏
の
説
明
）。

外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
若
者
の

実
態
調
査
を
実
施

　
同
法
人
は
、
令
和
2
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
若
者
支
援
事
業
」
を

実
施
し
た
。

　
同
事
業
は
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
若
者
の
生
活

実
態
の
把
握
と
支
援
を
目
的
に
、
①
外
国
に
ル
ー
ツ

　
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）
が
行

う
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
）
は
、

国
庫
補
助
金
や
寄
付
金
を
財
源
と
し
、
高
齢
者
・
障

害
者
な
ど
が
地
域
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
が
行
う
民
間
の
創
意
工
夫
あ
る
活
動
な
ど
に

対
し
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
た
公
益
財
団

法
人
と
よ
な
か
国
際
交
流
協
会
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
す
。

 WAM から ひと言

　職員のスキルアップ研修や、豊中市
内に暮らすネパール人の実態調査な
ど、支援対象者への直接支援以外の事
業を併せて実施されていたことが印
象的でした。若者支援事業の具体的事
例に関する研修を直接支援に活かせ
たこと、実態調査でつながった支援対
象者に対して調査だけにとどまらず
アプローチができたことなど、複数の
事業の組み合わせによる相乗効果が
生まれていました。支援対象者の現状
に即して事業を展開したことが、若者
支援事業の予算化などの成果につな
がったと考えられます。
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を
も
つ
若
者
の
実
態
調
査
、②
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
、

③
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
若
者
の
居
場
所
事
業
、
④

地
域
で
作
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
た
め
の
日
本

語
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

　
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
若
者
の
生
活
実
態
を
把
握

し
、
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
実
態
調
査
で
は
、
若
者
の
な
か
で
も
、
と
く

に
潜
在
化
し
や
す
い
ネ
パ
ー
ル
人
の
若
者
に
焦
点
を

あ
て
た
ほ
か
、
同
協
会
の
若
者
支
援
事
業
に
参
加
し

て
い
る
ペ
ル
ー
人
を
対
象
に
行
っ
た
。

　「
ネ
パ
ー
ル
人
の
若
者
に
焦
点
を
あ
て
た
理
由
は
、

豊
中
市
の
場
合
、
そ
の
多
く
は
留
学
生
で
は
な
く
、

先
に
仕
事
で
来
日
し
た
親
に
呼
び
寄
せ
ら
れ
、『
家

族
滞
在
』
と
い
う
在
留
資
格
で
日
本
に
暮
ら
し
て
い

る
10
代
後
半
か
ら
20
代
前
半
の
若
者
が
多
く
な
っ
て

い
る
た
め
で
す
。
教
育
よ
り
働
き
手
と
し
て
日
本
に

呼
び
寄
せ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
義
務
教
育
学
齢

期
（
15
歳
）
を
超
え
て
来
日
し
た
場
合
、
日
本
語
を

学
ぶ
機
会
が
な
く
、
中
学
校
へ
の
編
入
や
高
校
進
学

が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
言
葉
の
壁
か
ら
就
労
も
ま
ま

な
ら
な
い
ケ
ー
ス
、
家
族
滞
在
と
い
う
在
留
資
格
に

よ
る
就
労
時
間
の
制
限
、
安
心
し
て
自
分
が
出
せ
る

居
場
所
が
な
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
て

い
る
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
い
た
た
め
、

社
会
的
に
孤
立
し
た

若
者
の
生
活
実
態
を

把
握
し
、
支
援
に
つ

な
げ
て
い
く
必
要
性

を
感
じ
ま
し
た
」。

　
調
査
方
法
は
、
市

内
の
イ
ン
ド
・
ネ
パ
ー

ル
料
理
店
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
、
同
協
会
の

ネ
パ
ー
ル
人
ス
タ
ッ

フ
と
一
緒
に
訪
問
し

て
若
者
・
保
護
者
9

人
を
対
象
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調

査
を
行
う
な
か
で
、

同
協
会
や
地
域
の
支

援
団
体
と
つ
な
が
り

が
な
い
若
者
が
多

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
情
報
が
得
ら
れ
な

い
こ
と
が
、
そ
の
後
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
う
。

　「
例
え
ば
、ネ
パ
ー
ル
人
に
多
い『
家
族
滞
在
』は
、親

に
付
随
し
た
在
留
資
格
の
た
め
、
親
が
帰
国
す
る
と

家
族
も
帰
国
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
18
歳
未

満
で
来
日
し
た
場
合
、
日
本
の
高
校
を
卒
業
す
る
こ

と
で
在
留
資
格
を
特
定
活
動
に
変
更
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
長
期
的
に
生
活
し
て

い
き
た
い
若
者
に
と
っ
て
は
高
校
に
進
学
し
て
卒
業

す
る
こ
と
が
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

15 ●WAMー2022.4

計 43 回開催した「たまりば」には、
延べ 126 人の外国にルーツをもつ若
者が参加した。活動では、主に調理活
動を行い、一緒に食事をすることで参
加者が話をしやすい環境をつくった

公益財団法人とよなか国際交流協会
外国にルーツをもつ若者支援事業

令和2年度事業

助成額
132万4千円

【事業概要】
　社会的に潜在化しやすい外国にルーツをもつ若者が抱える課題やニーズを明らか
にすることを目的とした実態調査をはじめ、若者自身がレジリエンスやライフスキ
ルを習得できる居場所づくり、進学や就労のための日本語サポートのほか、支援ス
タッフの育成研修を実施する事業

【実施内容】
◆�外国にルーツをもつ若者の実態調査
外国にルーツをもつ若者のなかでも、
より潜在化しやすいネパール人に焦点
を当てたインタビュー調査を行い、生
活実態や課題、ニーズを明らかにする
◆�スキルアップ研修
支援スタッフの資質向上を目的にし
たスキルアップ研修を実施
◆�居場所事業
外国にルーツをもつ若者が安心して
集い、仲間と出会える居場所「たま
りば」を運営し、相談対応や生活に
必要な情報を提供
◆�地域で作るライフプランニングのため
の日本語サポート
進学・就労を希望す
る若者への日本語サ
ポートを実施し、若
者自身が将来を切り
開くことができるよう
支援

事業概要

【成果】
◆実態調査では、ネパール人の若者・保護者 9人と、ペル
ー人の若者 5人にインタビューを実施。これまでつなが
りがなかった若者の生活実態を把握するとともに、同法人
の若者支援事業への参加に結びついた

◆支援スタッフを対象にしたスキルアップ研修では、スーパ
ーバイザーによるスーパービジョン（全12回）、グループワー
ク研修（全3回）を実施。延べ33人の支援スタッフが参加
し、相談援助におけるスキル・技術を習得することができた

◆計43回（うちオンライン開催4回）開催した「たまりば」
は、延べ126人の若者が参加した。「たまりば」では、相
談対応のほか、ネパールの祭り「ダサイン」や「子ども・若者
交流会」などのイベントを開催し、若者自身がスタッフと
して参加することでエンパワメントされる姿がみられた

◆日本語支援を行う市民グループの協力を受けて実施した日
本語サポート（計23回）は、高校進学を目指した若者2
人が志望校に合格することができた

▼
　事業の波及効果として、令和 3年 4月から自主事業で行
っていた外国にルーツをもつ若者支援事業が、受託する「と
よなか国際交流センター」の指定管理事業のなかに組み込ま
れ、継続的な支援の提供体制を構築することにつながった

WAM助成
e -ライブラリー
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た
め
、
そ
の
よ
う
な
情
報
提
供
や
高
校
進
学
に
向
け

た
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実

感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
5
人
の
ペ
ル
ー
人
を
対
象
に

し
た
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
仲
間
が
い
る

こ
と
が
そ
の
後
も
強
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
、
こ
の
よ
う
な
互
い
に
支
え
あ
え
る
仲
間
づ
く
り

の
活
動
を
さ
ら
に
行
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
気
づ
き
が
あ
り
ま
し
た
」。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
に
よ
り

支
援
ス
タ
ッ
フ
の
資
質
の
向
上
を
図
る

　
若
者
支
援
事
業
に
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
に
し

た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
で
は
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

に
よ
る
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
研

修
を
実
施
し
、
延
べ
33
人
が
参
加
し
た
。

　
計
12
回
実
施
し
た
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
（
う
ち
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
２
回
）
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
若
者
支

援
事
業
や
相
談
対
応
に
お
い
て
困
難
な
こ
と
や
、
自

身
の
対
応
に
つ
い
て
、
外
国
人
支
援
に
関
わ
る
臨
床

心
理
士
に
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ

り
、
相
談
援
助
に
お
け
る
知
識
や
ス
キ
ル
を
習
得
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、
計
3
回
開
催
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
研
修

は
、
大
学
教
授
を
講
師
に
招
き
、
若
者
支
援
事
業
の

具
体
的
な
事
例
検
討
を
行
い
、
課
題
を
整
理
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
研
修
に

は
、
若
者
支
援
事
業
と
深
く
関
わ
る
日
本
語
交
流
事

業
や
相
談
事
業
の
支
援
担
当
者
も
一
緒
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
若
者
支
援
事
業
だ
け
で
な
く
、
他
事
業
と

の
つ
な
が
り
や
連
携
に
つ
い
て
も
俯
瞰
し
て
振
り
返

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　「
外
国
人
の
相
談
対
応
で
は
、
入
国
管
理
や
在
留

資
格
な
ど
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
個
人
よ
り
も
家
族
の
利
益
が
優
先

さ
れ
る
な
ど
、国
ご
と
に
文
化
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

そ
の
あ
た
り
の
文
化
的
な
背
景
を
理
解
し
た
う
え
で

支
援
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
学
ぶ
機
会
と

な
り
ま
し
た
」。

相
談
機
能
を
も
つ
居
場
所
を
運
営

　
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
若
者
が
安
心
し
て
集
い
、

仲
間
と
出
会
え
る
居
場
所
「
た
ま
り
ば
」
は
、
毎
週

日
曜
日
（
第
1
日
曜
を
除
く
）
の
17
～
20
時
の
時
間

帯
に
計
39
回
開
催
し
、
延
べ
１
２
６
人
の
若
者
が
参

加
し
た
。
令
和
2
年
4
～
5
月
は
、
緊
急
事
態
宣
言

の
発
出
に
よ
り
開
催
場
所
の
「
と
よ
な
か
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
」
が
休
館
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
オ
ン

ラ
イ
ン
（
4
回
）
で
実
施
す
る
こ
と
で
、
居
場
所
の

活
動
を
休
止
す
る
こ
と
な
く
継
続
し
て
い
る
。

　「
た
ま
り
ば
」で
は
、調
理
活
動
を
メ
イ
ン
に
行
い
、

参
加
者
が
一
緒
に
食
事
を
し
な
が
ら
、
日
々
の
出
来

事
や
生
活
の
悩
み
な
ど
を
本
音
で
話
し
あ
え
る
場
と

な
っ
て
い
る
。支
援
体
制
で
は
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
相
談
員
を
配
置
し
、
相
談
対
応
や
生
活
に
必
要
な

情
報
提
供
を
行
う
こ
と
で
、
参
加
者
に
安
心
感
を
も

っ
て
も
ら
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。ま
た
、こ
れ

ま
で
実
費
負
担
で
あ
っ
た
調
理
活
動
の
食
材
費
を
令

和
2
年
度
か
ら
助
成
金
か
ら
支
出
し
た
こ
と
で
参
加

し
や
す
く
な
り
、
活
動
の
な
か
で
若
者
た
ち
の
生
活

課
題
が
よ
り
可
視
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　「
と
く
に
ネ
パ
ー
ル
人
の
若
者
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
が
大
き
く
、
失
業
し

た
り
、ア
ル
バ
イ
ト
の
シ
フ
ト
が
減
ら
さ
れ
る
な
ど
、

経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
食
材
費
を
無
料
に
し
た
こ
と
で
、
十
分
な
食

事
が
で
き
て
い
な
い
若
者
に
と
っ
て
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
し
た
」。

　
さ
ら
に
、「
た
ま
り
ば
」
で
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
祭

り
「
ダ
サ
イ
ン
」
や
、「
ネ
パ
ー
ル
の
子
ど
も
・
若

者
交
流
会
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
若
者
自

身
が
企
画
や
運
営
に
関
わ
り
、
人
の
役
に
立
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
す
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
で
エ
ン
パ

ワ
メ
ン
ト
さ
れ
る
姿
が
み
ら
れ
た
と
い
う
。

高
校
進
学
を
希
望
す
る
若
者
へ
の

日
本
語
サ
ポ
ー
ト

　「
地
域
で
作
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
た
め
の

日
本
語
サ
ポ
ー
ト
」
の
取
り
組
み
で
は
、
外
国
に
ル

ー
ツ
を
も
つ
若
者
自
身
で
未
来
を
切
り
開
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
進
学
や
就
労
を
希
望
す
る
若
者
へ
の

日
本
語
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

　
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
は
、
日
本
語
支
援

を
行
う
市
民
グ
ル
ー
プ
の
協
力
を
受
け
、
令
和
2
年

12
月
～
令
和
3
年
3
月
ま
で
の
期
間
に
計
23
回
開
催

し
た
。
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居場所では、仲間と交流しながら、コーディ
ネーターや相談員に相談できるため、参加
者にとって安心できる場になっている
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●NPO リソースセンター
NPO 支援課（助成事業の相談・募集、NPO の融資相談等）
  TEL  : 03-3438-4756　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

NPO 振興課（助成事業の広報、事業評価等）
  TEL  : 03-3438-9942　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

社会福祉振興助成事業に
関 す る お 問 い 合 わ せ

NPO 等 の 民 間 福 祉 活 動 へ の
応援よろしくお願いします！

 お問合せ先：03－3438－0211（総務部総務課）

当機構では
寄付金を募集
しています

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ
　「
12
月
に
来
日
し
た
若
者
2
人
か
ら
今
年
度
に
高

校
を
受
験
し
た
い
と
い
う
相
談
を
受
け
た
こ
と
か

ら
、
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
と
と
も
に
受
験
対
策
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
市
民
グ
ル
ー
プ
の
協
力
に
加
え
、
当

協
会
が
実
施
す
る
子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
と
も
連

携
し
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

た
こ
と
に
よ
り
、3
カ
月
と
い
う
短
期
間
な
が
ら
も
、

高
校
進
学
を
目
指
し
た
若
者
2
人
が
志
望
校
に
合
格

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」。

令
和
３
年
度
か
ら
若
者
支
援
事
業
が

指
定
管
理
事
業
に

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
は
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を

も
つ
若
者
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
職
員
の

支
援
ス
キ
ル
の
向
上
や
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
居
場
所

づ
く
り
の
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「
実
態
調
査
を
行
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
当
協

会
と
関
わ
り
が
な
か
っ
た
若
者
と
つ
な
が
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
後
の
相
談
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
活
動
時
間

の
短
縮
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
活
動
を
休
止
せ
ず
に
継
続
で
き
た
こ
と
で
若
者

同
士
が
つ
な
が
り
、
互
い
に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
き

な
成
果
と
な
り
ま
し
た
」。

　
さ
ら
に
、
助
成
事
業
後
の
波
及
効
果
と
し
て
、
令

和
3
年
4
月
か
ら
自
主
事
業
で
行
っ
て
い
た
外
国
に

ル
ー
ツ
を
も
つ
若
者
支
援
事
業
の
取
り
組
み
が
、
受

託
す
る
「
と
よ
な
か
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
」
の
指
定

管
理
事
業
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

継
続
的
な
支
援
提
供
が
可
能
と
な
っ
た
と
い
う
。

　「
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
若
者
支

援
の
活
動
を
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
若
者
や
親

向
け
に
在
留
資
格
に
関
す
る
勉
強
会
や
、
地
域
の
夜

間
中
学
校
や
定
時
制
高
校
と
の
連
携
の
強
化
、
豊
中

市
と
の
合
同
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
た
支
援
の
展
開

を
構
想
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、居
場
所
の
な
か
で
、

参
加
者
が
社
会
的
な
自
己
実
現
を
達
成
で
き
る
よ
う

な
機
会
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　
一
方
、課
題
と
し
て
は
、外

国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
若
者
の

な
か
に
は
、
日
本
語
が
わ
か

ら
な
い
家
族
の
世
話
や
仕
事

を
手
伝
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
こ
と
で
、
周
囲
と
の
関
係

が
つ
く
れ
ず
、
社
会
か
ら
孤

立
し
て
い
る
若
者
が
存
在
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う

な
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す

る
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
若

者
の
多
様
な
支
援
を
行
う
同

協
会
の
活
動
が
全
国
に
広
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

　当協会は、他団体の助成事業を活用
した経験がありますが、居場所での食
材費に助成金を使用できない助成が多
いなか、柔軟に対応していただいたこ
とで多くの若者の参加につながりまし
た。また、報告書などの提出書類の

フォーマットも非常にしっかりしているため、書類作成の負
担が少なく、現場での支援に集中することができました。
　今後の課題としては、外国にルーツのある若者に限らず、
地域で暮らす外国人の生活課題はみえにくい部分があり、コ
ロナ禍で浮き彫りになった経済的な問題や在留資格といった
社会課題があることを可視化していく必要があると思ってい
ます。そして、そのような人たちも社会の大事な担い手であ
るということを、地域のなかで認識してもらいながら、さま
ざまな活動に取り組んでいきたいと考えています。

公益財団法人とよなか国際交流協会

事業主任　山根  絵美氏

社会課題の可視化に取り組む

〒560−0026  
大阪府豊中市玉井町 1-1-1-601 エトレ豊中 6 階
T E L： 06−6843−4343
F A X： 06−6843−4375
U R L： https://www.a-atoms.info
設　立：平成 5 年 10 月
理事長：松本　康之

◆団体概要
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イベントとして実施した「ネパールの子ども・
若者交流会」。若者自身がスタッフとして参
加することでエンパワメントされる姿がみら
れた
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